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※調査・研修終了後、－週間以内に会派事務局へ提出してください。
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■参考とすべき事項

駒Ｍ;9Eﾌﾟﾚ4目zﾌﾟ丁循頑SiEjとＷｚ鰯@Jﾌﾞー
,1,.0ラォ尻人と2-剛が茨)､(>/ｈｋ〃ツ

錘御`{がQ2｣;ij;２１'lzjHⅡ【ｿIbQAzR1汐

｡』鰔（宮ﾛ鯛'四一ｼﾞﾉﾘ&｣世iii;(繩雛)秘jiりり．
'瀞､縦『叩島ﾝｉｉｉ鋤RnL鋼:iH1勵噸鰯胤ZiiiM輯i織り＃6
ク脚５１１，１１M患mqjLEW脂Ｖ雑I2bｦ歌狸”

｡秤乃誠町嘘B乾窃２
w2j5U,之しO3jO
`i管bll駒ぞ１コ

｡』ｶﾞｻﾞ殿iH0岬vdj6k1』〕もﾈｺ＆ｺﾞﾋﾞｌｉｉｑ冠'1,1ｚ
ヤjNNtQ11JI》〕f鮒上錘Ｊ１鬼榔で訓嚇厩モリヲバ沙

ii総il鰄触上波ﾘﾂﾋﾞ[じ．

滝ﾝ恒引hJiもiQbjIl1鋼〔Ｊ１ＷＬｼﾌﾟﾌﾟﾋこつz(､L抑‘

(y鞠lIr噸FJ竃齢

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなと）
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■目的．課題．問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状など）
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■参考とすべき事項

・府鰍j;徽〈ＶＭＥ役がｌ５ＬＷＷラガ鰍竹ﾌﾗ>蛸ラ
ミヒ

。／濱茨椒型欝瀝蝶し確鯲'>Ｆ１をｲﾄﾞﾘ刈二と
。鍬バカ蒻統劒力塊鉾地主鱗ﾙﾘﾌﾆﾋ符

■提言．その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなど）
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※調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください｡
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※調査・研修終了後、－週間以内に会派事務局へ提出してください。
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■提言．その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなど）
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－週間以内に会派事務局へ提出してください。※調査・研修終了後、



平成２７年１１月１３日

告書 (会派個人用）

報告者：近藤久子

調査・研修報

会派名：清政会

実施場所：神石郡神石高原町三和公民館 実施日：平成２７年１１月９日～１０日

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての本市の現状など）

中山間地域の諸課題解決セミナー

１，「離島発１地域再生への挑戦この島で生きこの島で活きる」

島根県海士町職員山斗隼人

２，｢社会改革へのチャレンジ１紛争地での人道支援から過疎振興策まで」

ＮＰＯ法人ピースウィンズ･ジャパン代表理事大西健丞

3､事例発表①青年結婚１Ｕターン促進事業について日南町役場企画課山中さゆり

②地域おこし協力隊について神石高原町現役協力隊員小埜洋平

③地域生活交通対策について安芸高田市役所政策企画課戸田邦昭

■参考とすべき事項■本市への提言上記の１１頂番に記述

1、超過疎､超少子高齢化､超財政悪化…島が消えると言われる中で､合併をしなかった風当りも強か

ったが、自分達の島は自分達で守り､地域の未来は自ら築く｡地域活性化の源は｢交流｣にあり､若

者･よそ者･馬鹿者が連携すれば地域は動く｡活性化とは意識の変革､惰性の仕組みを変えることを

地域活性化の条件､取り組む姿勢とした｡生き残るために｢守り｣と｢攻め｣の両面作戦を展開｡改革の

信念は自らの身を削り、日本一給料の安い公務員となる｡一点突破型の産業振興策は､東京をター

ゲットに。

2,1996年日本で生まれたＮＧＯピースウインズ･ジャパンは｢必要な人々に必要な支援を｣をモットーに

これまで27カ国･地域､現在１０カ国で活騒中である｡活動規模の大きさに驚くが､神石高原町にお

ける様々な実践と｢過疎地医療×国際緊急医療｣オーバーラップ構想のような､保険医療面において

は､観光面よりも増して行政のみの発想ではとても足元にもおよばない。

まちづくりのＫｅｙFactorは●行政だけの仕事ではない｡民間のリソースをうまく取り込み､ハイ

ブリッドなモデルを｡●IターンのないところにＵターンはない｡ヘッドハント的移住を促す工夫を。

●挑戦なしでは成長できない｡意欲的なチャレンジにリスクマネーを供給する｢社会的金融｣の仕組

を。

3,①シングルマザーに選ばれる日南を目指す｡母親が働きながら子育てが出来ることのアピール。

空き家の家財道具等処分補助金や､修繕に係る見積もり費用あり。

②地域協力隊は制度ではなく｢ひと｣｡現場にいって寄り添っての活動が重要｡金や数字ではない基

準で地域おこしの活動を評価できる体制が必要。

③年間100回を超える説明会を実施し､ニーズをきめ細かく拾った｡単なる経費削減策では､収入も

下がった｡公共交通の特徴と課題を明らかにし､時間ごとに業務委託し経費を抑えてサービスは

保つ方法をとった｡路線バス･予約制のお太助ワゴン･市町村運営有償運送(運転手は研修を受

けた住民｡地域で人選｡運行主体は市で業務は業者｡予算は1億から5千万円アップになったが

免許返納による対策も必要であり､どこに住まわれても同じサービスが受けられるようにしたい。



平成27年１１月１０日

(会派個人用）告害調査報
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※調査・研修終了後、－週間以内に会派事務局へ提出してください。

会派名：清政会報告者：政野太

実施場所：神石高原町 実施日：平成２７年１１月９日・１０日

■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状なと）

庄原市、三次市、安芸高田市、神石高原町などに存在する中山間地域の諸課題を共有する
事で、よりベストな解決策を見いだすためにセミナーに参加した。
先進事例として、島根県海士町職員「山斗隼人」氏、神石高原町「大西健丞」氏の講演を
聞いた。また、島根県日南町、神石高原町で活動する「地域おこし協力隊｣、安芸高田市に
て地域生活交通システムの構築を担当された安芸高田市職員「戸田邦明」氏らの実践発表
を聞いた。

■参考とすべき事項
③住民代表と町巌会と行政が一緒になって、島の生き残りをかけた「海士町自立促進プラン」を策定。
③「守りと」「攻め」の両面作戦。

⑮行政改革の信念「自らの身を削らないと改革は支持されない」
③攻めの実行部隊、交流と観光「交流促進課｣、第１次産業の振興「地産地商課｣、新産業・厨用創出「産業創出課」を配
囲・どの産業も販売高、扇用者数が着実に増加している。

③一点突破型産業擾興策「島ブランド」海・潮風・塩を売り出せ。
③東京で売れる物をつくる。新冷凍システム「CASシステム」を導入．
③若者、よそ者、バカ者が島おこしの起爆剤。

③自分たちの地域は自ら守り、地域の未来は自ら築く１地域活性化の源は「交流」にあり１若者、よそ者、バカ者が連携
すれば地域は動くＩ活性化とは意識の改革、惰性の仕組みを変えること！

②NGOの活動を広げるには、政府、経済界などの連携するための「基盟」が不可欠。
②まちづくりのＫｅｙFactor「行政だけの仕事ではない。民間のリソースをうまく取り込みハイブリッドなモデルに」
「Ｉターンの無いところにＵターンはない。ヘッドハント的移住を促す工夫を」「挑戦なしでは成長出来ない。意欲的な
チャレンジにリスクマネーを供給する「社会的金融」の仕組みを」

⑮金や数字じゃない基準で、地域おこし活動を評価できる体制を。

■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきかなと）

今回の講師、発表者は、中山間地域に他地域から移住してきた人、もしくは移住受入に力
を注いでいる人である。全国的に見ても、地域既存の枠にとらわれない新しい発想により、
新産業を創出しているケースが多い。「地域おこし協力隊」制度は、既住の地域住民だけで
は活力創出を実行する事が難しい場合にかなり有効性の高い施策である。今回、講師の方
や、実践発表者が共通して言われた事は「攻め」という言葉である。しかし、合わせて皆
が言われた言葉が「地域の協力、支援が不可欠」であると言うこと。ならばこの様に解釈
する事もできるのではないだろうか。「地域おこし協力隊」で例えると、行政の施策を実行
する為の行政主導の協力隊ではなく、各地域、各団体が必要に応じて「地域おこし協力隊」
の募集、配置の要望を出し、それを行政がとりまとめをして配置する。そうすれば、地域
との連携をとりやすくなる。行政主導だと、その効果を数字で判断しがちになるのではな
いか。本当に地域おこしを評価する事ができるのは地域である。
地域外の力を活用して、新しい地域づくりを積極的に推進すべきである。


